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各地区同窓会代表各位

愛光学園同窓会

会長　亀井文雄

同窓会活動の今後の方向について

前略

皆様方におかれましては、ご多忙のところ、各地区の同窓生の先頭に立たれて、同窓会活動に日夜邁進していただき、深く感謝申し上げます。

　母校ではこの春に55期生が卒業し、同窓会会員数は13,000名弱にまで増えて参りました。会員の現住所も、ほぼ全都道府県と海外に及び、非常に大きな広がりをもってきています。

昨年6月には、新たに京滋の会が設立され、また、去る4月6日には、かねてより懸案の九州地区同窓会が100名の同窓生の参加をもって設立の運びとなりました。

このように、同窓会の地区活動が新たな盛り上がりを見せる中、同窓会全体の今後の方向を今一度、見直しておく必要があろうかと考えております。従来とは質的にも量的にも異なった活動が求められると捉えている次第です。

そのため、2ヶ月に一度の役員会に加え、新たに正副会長会議を設けて隔月に会議を開き、今後の方針について議論を深めております。

　その中で、最も切実な問題として財政問題が挙がっております。いかに会費納入率を上げるかということと、いかに効率的な予算配分を行うかということが課題となります。

　その視点から、各地区同窓会の皆様との関係で、来期以降、以下のような方針で取り組みをさせて頂こうと考えておりますので、お含みを頂きましてご協力をお願いできれば幸いです。

１．本部から各地区への支援内容

　　(1)同窓会総会への地区同窓会長のご招待

　　・同窓会総会に各地区同窓会から会長（若しくは代理の方）をご招待いたします。

　(2)地区同窓会総会の案内状の発送作業

　　・年に一度、地区同窓会総会の案内状の印刷、発送業務を本部の費用負担にて行います。ただし、案内状は、今期は往復ハガキにて行い、来期からは普通ハガキに切り替えます。

　　(3)活動費の補助

　　　・年間活動費を補助します。現在、関東50万円、関西20万円、京滋10万円、

九州10万円ですが、今後、見直しを行っていく予定です。なお、補助金の趣旨は、後述の学生への支援活動に充当するというものです。

２．各地区同窓会にてお願いしたい事項

　　(1)現役の学生への支援活動

　　　・現役の大学生や院生の就職活動支援や相談事への対応などをお願いします。

　　　・現役の愛光生がイベント等で各地区を訪問した際、支援をお願いします。

　　(2)受験時の手伝い

　　　・愛光学園は、東京、大阪、福岡でも入試を行うことになっています。その時

の試験監督等の手伝いをお願いします。

　　(3)総会での活動報告

　　　・同窓会総会の場で、会長若しくは代理の方から、地区の活動状況の報告をお

願いします。

　　(4)会計報告

　　・年に一度、会計報告をお願いします。

　(5)会費徴収活動

　　・同窓会費の納入率アップにご協力をお願い致します。たとえば、総会などの

会場で直接集金するなどというのも一つの方法です。

以上、従来と大きく異なる点はさほどありませんが、再度整理をさせていただきました。ご理解をいただきまして、今後とも、同窓会全体の活動の活性化にご協力のほど、よろしくお願い申し上げます。
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